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ＷｅｈａｖｅｅｎｇａｇｅｄｉｎｂｕｉｌｄｉｎｇｕｐｔｈｅｎｅwcurriculumforKindergartenchildren'ｓ

education，especiallyforthree-year-nursingcourseeducation・Untilseveralyears

ago，wecontinuedtobringupchildrenunderrathertraditionaltypeofcurriculum

layingemphasisonparents，ａｎｄteachers'strongdesiresinchildren'ｓeducation、Just

threeyearsago,wewererequestedfromtheMinistryofEducationtocreatesomenew

curriculumforthethree,year-courseofchildren'seducation，AvailingourselveSofthe
opportunity,wedecidedtolookoverthetraditionalcurriculumandtofindoutsome

vicesｏｆｉｔ・Ｗｅｈａｖｅｂｅｅｎｖｅｒｙｅａｇｅｒｔｏｌｏｏｋａｔｏｕｒchildren'sdailylivesinour

Kindergartenagaininordertogetmuchmoreinformationfromourchildren'sbehav‐

ior、Throughlongitudinalandparticipantobservation,webecomeawareoftheirown

developingabilities,tenderness,andtheirownuniquepersonalities､Nowwecould

presentourtentativecurriculumforthree-year-coursechildren'ｓeducation．

問題

幼稚園教育について，学校教育法では，「幼稚園

は，幼児を保育し，適当な環境を与えて，その心身

の発達を助長することを目的とする._Iと，示されて

いる．また，わが国幼児教育の基礎を築いたとされ

る倉橋惣三は，その著書『幼稚園真諦』（1934）の中

で,「幼稚園とは幼児の生活が，その自己充実力を充

分発揮し得る設備とそれに必要な自己の生活活動の

できる場所である」と述べ，さらに，保育のあり方，

保育者の役目として具体的に「幼児の生活を尊重し

てその生活に向かってこちらから教育を持ってい

く」「一人一人の子どもから方法がうまれてくる｣そ

して，それらのことをまとめ幼稚園の保育のあり方

としては「幼児のさながらの生活→自己充実→充実

指導→誘導→教導」となることが望ましいと述べて

＊熊本大学教育学部附属幼稚園

＊＊熊本大学教育学部保健体育学科(現鹿屋体育大学）

**＊熊本大学教育学部心理学科

いる．すなわち，幼稚園の教育というのは，大人の

側から一方的に目的を持ち，それに子どもを近づけ

ようとひっぱることではなく，子どもとそれを取り

巻く環境を大切にし，大人の方から子どもに近づく

ことの中にこそ大切なことがひそんでいるのである

といえる．

しかし，保育の現場をみてみると，小学校の教科

をそのままやさしくおろしてきたような時間割保育

をしたり，親の側のいわば大人の都合からだけとも

思われる要求や希望に応えて早教育に走り，幼稚園

が早期の学習塾に化しているというた傾向にあり，

子どもにとって果してふさわしい園生活が展開され

ているかどうか疑わしい現状が見られる（昭和58年

の中央教育審議会の審議の中でも，このことが指摘

されている)．

本園では，昭和50年代半ばまで倉橋のいう幼稚園

教育の姿を充分に考慮にいれながら，子ども一人一

人の自発性を重んじた保育を展開し，実践研究を進

めてきたつもりであった．しかし，昭和56年度から

３歳児を受け入れたことにより，３年保育の教育課
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程を作成する必要に直面し，そのために３歳児の実

態観察，４，５歳児の発達との比較検討等をくり返

す中で，これまでの園生活のあり方そのものについ

て，また，その園生活のねらいや内容を表すこれま

での教育課程（本園では独自の考え方にたち，特に

水準という名称にしていた）について様々な反省点

や疑問点が出てきた．整理してみると次のような点

である．

１．子どもにとってふさわしい園生活はどのように

あるべきか(一日の暮らし，環境，保育者の役割）

２．一人一人の発達の違いに応じられる教育課程は

どのようにあればよいか．

このような点を明らかにすべく,研究テーマを｢保

育の見直し」と設定し，研究を進めていたところ，

昭和61年度より３年間文部省の教育課程研究（研究

テーマ「３年保育の教育課程について｣）の指定を受

けた．

そこで，これまでの教育課程を参考にしながらも，

一人一人の子どもにとって，さながらの生活がより

充分に展開できるような園生活のあり方はどのよう

なものであることが望ましいかを追求するすること

とし，そのためには，保育者はどのような役割を果

たせばよいのか，また，子どもの園生活の柱作りと

もいえる教育課程を新たに編成するにはどのように

すればよいかといった視点から研究を進めることと

した．

具体的には，これまでの園生活のいろいろな場面

を子どものサイドにたち，次のような点から見直す

ことにした．

１．園生活のみなおし

(1)これまで繰り返してきた生活（いわば，これま

での教育課程に基づく展開）を振り返り，その生

活場面の再吟味を通して何を育てたかったのだろ

うかということをはっきりさせる．

(2)育てたいと願っていることが子どもに無理なく

育っている場面をさぐる．

２．一人一人にとってふさわしい生活が保障される

教育課程設定に向けて

(1)子どもの主体的な遊びの姿を観察し記録にとど

めることにより，変化していく遊びを通して子ど

もの中に育つものをとらえる．

(2)子ども一人一人の発達の特性や個人差のあらわ

れをとらえる．

以上のようなことを日々，個々の記録として，ま

た保育の反省記録として残し，学期や年ごとにくく

り（節目）を見つけていけば，そこから子どもの育

つ道筋が見えてくるのではないだろうかと考えた．

方法

１．園生活のみなおしに関する方法

行動描写記録法：主としてＶＴＲ録画により，

園生活の様々な場面における子どもの様子を観

察しその実態をとらえる．、

２．「新しい教育課程設定に向けて」の方法

記録したことを集積，整理することにより，週，

月，学期，年齢ごとの変化の様子をとらえ，そ

こから子どもの発達の実態やその道筋をさぐる

こととした．

結果と考察

１．「園生活の見直し」にかかわる結果

これまでの園生活を振り返り，なにげなく当たり

前のこととしてやっていたけれど，子どもから見る

と不自然ではないかと感じることや，大人の都合に

あわせていたと反省することなどを含め，園生活全

般について幼児教育の基本にたち返り見直した．い

ろいろな場面の子どもの様子を観察し，その姿から

｢今，この子どもには何が育とうとしているのか｣を

見取り,｢大人から見た望ましいあるべき姿に子ども

を合わせるのではなく，一人一人の子どもの発達に

寄り添い，その発達をより助長できるような園生活

を」と願い見直しつつ改善を重ねた．

事例１．登園時刻

(年間を通して同じでよいだろうか）

朝の登園は子どもたちにとってその日一日のスタ

ートである．お母さんと手をつなぎ，ゆっくりした

雰囲気で安定感を持ち，今日の園生活に期待や意欲

を持って登園して欲しいと願うものである．そのた

めには幼児にとっての生活リズム，また登園途上の

交通状態等も把握しておかなければならない．これ

まで登園時間としては，９：００までとしていた．

お母さんたちとそのあたりを話し合って見ると,「こ．

の時間はちょうど通勤ラッシュにかかりパスや電車

の中は人が多く，そのことがきっかけで機嫌をそこ

ね，ぐずついたり，幼稚園に行きたくないというこ

とになることもあります」と訴える３歳児の母親が

いるかと思えば,「自分のことは自分でするというの

で，子どものやる気を大事にと思って，子どものペ

ースにあわせていると時間に間に合わなくなること

もあります」という４歳児の母親の声などがきかれ，

園児の登園にまつわる諸々の事情や実態が浮き彫り

にされた．
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入園当初のこの時期に「安定感を持って喜んで登

園して欲しい」と願うのであれば，登園時間そのも
のをもう一度考えてみる必要があることを痛感した．

いろいろな試みの結果，年間を通して登園時間を一

定にするのではなく，その時期その時期の子どもの

実態から発達の様相をとらえ，また育って欲しい方

向に向かっての願いなどを配慮して，登園の時間を

流動的に決めていくことに落ち着いた．もちろん，

保育日数，一日の保育時間等については学校教育法

等に定められていることであり，その範囲内での試

みである．

事例２．おかたづけ

昔から幼稚園の保育活動の中で，このおかたづけ

が大変重要な教育内容のひとつになっているといっ

ても過言ではない．しかし子どもにとっておかたづ

けとは一体何であろうか．まず教師間でかたづけに

ついて話し合ってみると，いろいろな考え方が出さ

れる.｢かたづけは毎日きちんと繰り返しさせること

により習慣化していくものではないか．だから，使

ったものや遊んだ場所は，毎日元の通りにかたづけ

させることが大事である」「いや，やはり子どもの自

主性を重んじるならば，子どもがどうするか見守る

べきではないか」など様々な意見が出された．次に

遊んだあとの子どもたちのかたづけの様子を観察し

てみると，いろいろな活動の姿が見えてきた．

おかたづけにかかわる子どもたちの姿から

ア．５歳女児（ままごと）６月

３人でままごとを始めようとしている.･保育室の

中に「ここは台所，ここは大きい子どもの部屋，こ

こにはコタツを置いて」などおしゃべりをしながら

敷物，机，キッチンセットなどを運びだしまず場所

作りから始める．そのことに30分もかかる．やっと

イメージ通りの家ができ，役割にそってごっこをは

じめようとするときに，お帰りの時間になってしま

った〆子どもたちは「あ－あ－，せっかくしようと

思ったのに－」と，大変残念そうである．そして，

｢せっかく作ったから,明日までこのままにしておき

たいな－」「おねがい，いいでしよ」と，そのままに

しておく．（ときには，自分たちが意図してこのまま

にしていることをまわりの友達にもしらせるべく，

貼紙をして意思の伝達を表示していることもある)．

次の日はさっそく役割を演じてのお母さんごっこが

始まる．

イ．５歳男児（積木基地作り）６月

６，７人で大型積木を利用しての基地作りが盛ん

である．立体的に組み合わせどんどん大きくなり，

すごく立派な基地が出来上がる．かたづけの時間に

なると，その見事な基地を惜し気もなく崩しかたづ

けている．それを見て保育者は，「わ－，こんなに立

派にできているのにもったいないね－」と，言って

しまう．．ところが，子どもたちは「明日はもっとか

っこ良く作るからいいの｣｢設計図を覚えているから

すぐ作れるよ」という返事をする．

ウ。４歳女児（年中になりたてのころ，やっと補助

なし自転車に乗れるようになったＡ子）

子どもが帰ったあと園内を見回ると，裏の潅木の

茂みに２，３日続けて同じ状態で自転車が見つかる．

何か意味ありげな置き方なので気を付けていると，

どうもＡ子がやっているらしい.Ａ子は最近やっと

補助なしに乗れるようになり，４台しかない補助な

し自転車を，毎日どうにかして手に入れたい様子で

ある．知恵をしぼって苦肉の策として，誰にも見つ

からない自分だけの場所を探し，置いているらしい

ことが分かった．

このことは一見「みんなのものを自分だけでひと

り占めにしようとしている」のではないか，といっ

た意見もでるが,｢物を次に使うことを予定してかた

づけるといった面から見ると，主体的な意味のある

経験をしているといえるのではないだろうか｣,そう

であるならば,・このことをダメだ，いけないことだ

と決めつけるのではなく，この子の気持を充分認め，

望ましいと願う方向（どこにでも置いたら雨に濡れ

たりするし，またお友達も使いたいと思っているこ

となど気付くようになって欲しい）に向かって指導

していくべきであろう．物に対する愛着が育ってこ

そ物を大事にする基本的な習慣がきちんと身に付く

のではないだろうか．

このような子どもたちの様子を見ていると，かた

づけもひとつのきまったスタイルがあるのではなく，

その遊びや場面，そして友達やまわりとのかかわり

に応じていろいろなやり方があっても良いのではな

いかということになってきた．みんなで使うものと

して決まったところになければ困るものは，きちん

ともとの場所に元通りにしなければならないだろう．

また，遊びを計画し遊びに必要な環境作りをやっと

やりおえ，「さあ〆始めよう」という時におかたづけ

になってしまったら，なにか覆いでもして次の日ま

でとっておくこともあっていいのではないか．つま

り片付けとはこんなにするものだというひとつのパ

ターンを決めてそれにあうように習慣づけることで

はなく，生活の中で，こども自らが必要を感じてそ

の時その場面に対応して主体的に活動できるように

－３ １－
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援助することではないだろうか．その時保育者は子

どもと共に悩んだり工夫したりして共に活動してい

くという姿勢でいることが大事なことのようである．

そして，その中できれいになったことの気持良さ，

きちんと入れておかなかったから見つからなかった

失敗，準備しておくと次にすぐ始められる便利さ等

の体験をすることが，将来的には自分の生活を気持

ちよくするためのかたづけにつながっていくのでは

ないだろうか．

このように園生活のいろいろな場面を子どもの側

にたち見直してみると，決まっていることだからと

か’形を先に教えなければといった大人から見たあ

るべき姿に，いかに早く近づけようとしていたかが

反省された．反省し見直すことにより，子どもの気

持ちや内面の育ちに沿うところの，子どもにピッタ

リした園生活の在り方というものに少しずつ近づけ

たのではないかと思われる．

この他のいろいろな見直しについての実践例は本

園研究紀要89並びに研究資料89を参照されたい．

２．教育課程設定にかかわる結果

（１）日々のこどもの記録

ア．保育案，保育実践とこどもの実態及び反省

の記録資料１，２，３，

イ．いろいろな場面の行動描写による記録

ウ．ＶＴＲによる記録（略）

（２）週案，週の出来事や過ごし方の実態の記録

（３）月ごとのまとまりとしての記録

（４）学期毎にくくってみて

以上の記録を昭和61年度からの３年間継続し，そ

の記録をもとに２年間，あるいは３年間の育ちゆく

姿を節目ごとにまとめ，園生活のあらましが分かる

ように大きな柱建てをしてみたのが，表１である．

しかし，これは一番大きな柱であり，２年間，３年

間の大体の骨組みはわかるけれど，これだけでは保

育の内容が分かりにくいといった問題点が出された．

確かに，保育の経験年数が長いベテラン保育者にと

っては，これだけでもその指導の方向がつかめるし，

あとの細かい活動内容については，子どもの実態に

沿いつつ長期短期の計画の中で子どもと共に作り出

していく方が，より子どもの発達とピッタリしたも

のになるといえる．しかし，経験年数が短く，こど

もの発達のみとおしが見えにくい保育者にとっては，

計画が立てにくく，子どもの実態に沿う援助ができ

にくいのではないかという意見が出された．そこで

もう少し詳しく，骨組みに屋根や壁をつけ家の格好

が分かるようにしてみた．それが表２である．

ここでは，育ちゆく方向が見えるように年齢ごと

の発達の特徴的なことを年齢毎にねらいとした．だ

から，このねらいは到達しなければならないところ

の到達目標ではなく，育っていく方向を示した方向

目標ともいえる．また，発達の節目としての区切り

を点線で表したのは，発達は連続的なものであり，

たとえ学年の区切りでもその連続性を充分に表した

いと願ってのことである．また育ちの節目を大きく

くくったのは，一人一人のこどもの育ちに合わせら

れるように，またその個性が充分認めてやれるよう

にと考えたからである．

こどもの姿として表したところは，実態からとら

えた子どもの活動の姿であり，いいかえれば活動の

内容ともいえる．それでは，活動の姿，あるいは活

動の内容としたほうがよいのではといった意見もあ

るが，私たちは教育課程設定へ向けての編成作業を

あくまでも子どもの実態に重きを置いてきた．した

がって，しばらくはこのままの表現にしておきたい

と考えている．

まとめ

１．園生活の見直しについて

幼稚園の教育は，生活を生活で生活へともいわれ

るように，まず幼児が幼児さながらの生活ができる

ことが一番であろう．そして幼児さながらの生活と

は遊びそのものが中心となった生活であろう．私た

ちはこの考えのもとに現在の幼稚園の生活が子ども

の生活としてふさわしいかどうかについてウいろい

ろな面から見直し，問題点を洗いだし改善をはかっ

てみたのである．しかし，３年足らずの研究ではま

だまだ充分とはいえない．そして幼児を取り巻く社

会情勢の変化も目まぐるしいものがある．子どもた

ちが将来のしあわせな生活のために，またしあわせ

に力強くいきぬくために，この幼児期にどのような

生活をさせることがふさわしいのか，私たちは常に

見直していかなければならないと考えている．

２．幼児にとっての望ましい教育課程編成について

今回の研究では,;昭和61年に入園した３年保育の

子どもたちの３年間の園生活における実態の記録を

元にして３年保育の教育課程を試案的に編成した．

わずか36名の子どもの３年間の実態の記録である．

一人一人の子どもが違うように，一人一人によって

成り立つ学級の雰囲気は，その年その年によりずい

ぶん違うことも多い．だから，今後さらに毎年の子

どもたちの実態を観察記録し，この試案と照らしあ

わせながら検討，修正を繰り返し一人一人の子ども

－３２ －
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表１

幼稚園のくらしともだち、遊び 進級に向かって

４ ５６７８９１０１１１２１２３

３

歳

幼稚園が好きになる＞

おうちから幼稚園へ 幼稚園になれるみ んな４歳

せんせいとぼくわたしせんせいとともだち好きなあそびいっしょにあそぶおともだち

４

歳

３

年

２
年

〈のびのびと園牛活 を送る＞．

大好きな幼稚園大好きな遊びもうすぐ年長期

年中組だよいいものみつけたともだちといっしよ がんばったよ

一く幼稚園が好き にな る＞ 〈の びの びと 園生活を送る>彦

新しい生活との出会い． 幼稚園はたのしいね

園のくらしまわりがみえる気にいった遊びともだちといっしょ もうすぐ年長組

５

歳

３

年

２

年

く園生活を主体的に＞

Ｂ

ぼくたちの幼稚園仲間と共に もうすぐ１年生

いちばん大きい組ｏ同じでありたい○力をあわせてｏひとり一人がいかされて

－<のびのびと園生活を送る＞〈園生活を主体的に＞

進級ぼくたちの幼稚園 みんなでやろうよ も う す ぐ １ 年 生

年長組だ思いきり遊ぶ同じでありたい 力をあわせて

( 仲 間 ） ひ と り 一 人 がいかされて



04）何にでも挑戦してみようと意欲的

になり，できるようになったことを

喜び，心身共に活発さがましてくる．

表２－１３年保育教育

子

歳 ４

ｏ自分の力を十分に出しながらの

ｏいろいろな経験を通して刺激を

ｏ友達とかかわりをもち一緒に遊

な経験をする．

３

ｏ安定感をもって園生活を送り幼稚園が好きになっていく．

ｏ身のまわりのことが自分でできるようになる．

○園内の身近なものに興味や関心をもち自分なりに遊べるようになる．

○友達といっしょに遊ぶようになる．

年
齢
別
ね
ら
い

１１期
３４５６７８９

幼稚園が好きになる．

側進級して新入生を迎え先輩らしく

振るまい，がんばったり背伸びをし

たりする．

１期
４５６７８９１０１１１２１２

安定感をもって幼稚園生活をすごすようになる．

(1)お母さんから離れて保育者や友（６）周囲の人やものに関心をもち気

達との生活に慣れていく．に入ったものや場所で遊ぶ．

(2)身の廻りのことや簡単な生活習（７）自分のしたいことに熱中して遊

慣に関する事柄は自分でするようんだり友達のしていることを模倣

になる．したりしながら遊 ぶ ．

金丸・池田・鈴木・坂崎・高並・石川・荒木・大塚・三戸

(5)人形やペープサート等によるく（101模索しながらも自分でできるよ

り返しのある簡単なはなしを喜んうになったことを喜び，保育者や

で聞く．友達に認められ，自信をもつよう

．になる．

（１，４歳の誕生日を迎えたことで，

「大きくなった｣，「自分で何でも

できるよ」という自立心を高め進

級を心待ちにする．

(3)目に入るものをあれこれ手にし（８）いろいろな体験を通して少しず

て遊び，好きなものや気に入ったつ生活経験が広がる．

もの力§みつかる．

⑮友達と一緒に２．３日続けて遊ぶ．

ど

(4)泥や水を使った遊びを好み感触（９）全身運動を好み，いろいろな戸

を楽しみ思いのままに遊ぶ．外の固定遊具や移動遊具で遊ぶ．

⑯おしゃべりが盛んになり，自分の

思っていることや，したいこと等’

友達や保育者にも伝えるようになる．
も

(17）これまでに身につけた基本的生活

習慣や態度を持続させたり伸ばした

りする．

の

(１０絵本やテレビ・ラジオのはなしや人

形劇，その他の内容等の聴取にも関

心が広がり喜んで見聞きする．

姿

(12）集団生活をするのに必要な生活

習慣をほぼ身につける．

側自然物に関心をもつ見たり触れた

り採集したりするなど，いろいろな

かかわり方をする．

－３４－



幼稚園における三年保育教育課程設定の－試案

課程設定への試み（試案）

歳′
、

のびと楽しく園生活を送 屠びのびと楽しく園生活を送るようになる．

受け入れ遊びを広げる．

ぷ楽しさやぶつかりあいなど，いろいろ

Ⅲ期’
1０１１１２１２ ３

５歳

ｏこれまでの経験を生かしながら園生活に主体的にかかわっていき精一杯

たのしむ．

o経験や活動の幅を広げ意欲的に取り組み，探求心，創造の欲求，活動の

欲求をみたし自己充実する．

o友達との遊びが深まり自分達の願いや思いを実現しようといろいろと試

み努力する．

○人やものとの出会いを通して相手の理解，思いやりや感謝の気持等が育

つ．

1Ｖ期 Ｖ期
４５６７８９ 1０１１１２１２３

の力存発ｷ重しなが･らの７ド‘自分の力を発揮しながらのびの友達と協力して楽しい園生活
びと園生活を送る．を送る． みんなでより楽しい園生活をを営む’

(２０年長児の遊びに関心をもち，遊ん

でもらったり，模倣したりしてルー

ルや遊び方がわかり，自分達でやつ

てみようとする．

(21）友達との交流が盛んになるにつれ，

トラブルも多くなるが，自分達で解

決しようとする．

伽）自己主張が激しくなり自分の意見

を相手にはっきり言ったり自分の意

志で行動したりするようになる．

側全体的に巧ち性が高まり活発に運

動し不得手なことにも挑戦してみる．

伽手先が器用になりいろいろな材料

を扱いながら製作遊びに意欲的にな

り創造性がふくらんでいく．

側楽器を奏することや歌ったり踊っ

たりすることに関心をもち小グループ

で遊んだことを学級のみんなに披露し

たり学級全体で同じことをやってみた

りする．

(２０最年長になるという自覚が生まれ，

がまんしたりがんばったりする自律

的態度を伸ばす．

伽最年長組になったことを喜び，

他組の友達に気配りや手助けをし

たりして積極的に行動する．

伽友達との交流が深まり，自分の

考えを述べたり，相手の意見を認

めたり聞き入れたりして遊びを展

開する．

(２９友達と協力して遊ぶ中で場面構

成を工夫したり，役割を分担した

り，交代したりしながら計画的に

とりくもうとする．

側いろいろな行事に参加して機敏

に行動したり,_責任ある行為をし

たりしながら，状況に応じて対応

できるようになる．

(31）目標や課題をもち上達すること

や成功することを願って自分なり

に 努 力 す る．．

側動植物の飼育に関心が高まり，

いろいろな体験をしながら親しみ

をもったり いたわったりなど愛

情をもって接することができる．

また生命の大切さなど気づいてい

く●

(33）友達と一緒に（踊る，声をそる

えて歌う，おはなしづくりをする

等）表現活動を活発にするように

なる ●

－３５－

(34）学級やグループの中で協力して

遊べるようになり，お互いによさ

を生かしあいながら仲間意識を深

め，より楽しい生活ができるよう

になる．

卿自分達の遊びによりふさわしい

ものをめざして，材料や遊具・用

具類を柔軟に変化させ利用する．

㈱学級相互や異年齢の交流の中で

年長者らしい思いやりや言動をす

るようになる．

(37）ルールのある遊びに好んでとり

くみ，ルールを守る・従う。公平

にふるまう等，して大勢で遊ぶこ

とを楽しみ，しだいに相手に合わ

せることや約束を守ることの大切

さなどを理解する．

(珊技能面の取得がすすみ飯可能性

が広がり自信をもって行動するよ

うになる．

(39）文字・'数．量・図形などの関心

を高めたり，自然の事象の変化に

も気づき，自分なりに疑問をもち

調べたり確かめたりなどして知識

欲を満たしていく．

伽）これまでに園生活を支えてくれ

た学級の友達，他組の友達，異年

齢の友達,周囲の園内,お家の人々

に感謝の気持ちをもつ．
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金丸・池田・鈴木・坂崎・高並・石川・荒木・大塚・三戸

表２－２２年保育教育

４歳

o園生活の様子がわかり，安定感を持って生活するようになる．

○いろいろなことに興味，関心を持ち，自分なりにやってみながら生活や遊びを広げていく．

○友達とかかわり暮らす中で，一緒に遊ぶ楽しさ，ぶつかりあいなどいろいろな経験をする．

Ｉ

４５６

期

７ ８９

安定感を求めながら園生活にとけ込んでいく．

(1)周囲の大人への依存したい気持ちを持ちつつも友達

の存在に関心を示している．

(2)ふとしたきっかけで友達関係が芽ばえる．

(3)自分の身のまわりのことは自分でやり通そうとし，

できることを喜ぶ．

(4)気にいった遊具や遊びが見つかり，熱中して遊ぶよ

うになる．

(5)身近な動植物に興味関心を持ち，見たり，さわった

りなどして遊ぶ．

(6)物のとりあいなどのトラブルを通して順番かわりば

んこなどが必要なことに気づいていく．

－３６－

n期

１０１１１２１２

幼稚園が好きになる．

(7)園内のいるいるものに興味関心が広がり心身ともに

活発さが増してくる．

(8)身体を思いつきり動かして遊ぷことが多くなり運動

機能が伸びてくる．

(9)気のあう友達ができ，一緒に遊びをみつけたり，同

じ遊びを２，３日続けて遊ぶ．

(１０友達がやっていること，できることにたいして「自

分も同じようになりたい」という気持ちが出て，目的

を持った遊びがみられる．

(11）運動会，園外保育などを通して，一緒に活動する楽

しさを味わうとともに，集団生活，社会生活のきまり

などに気づき，守ろうとする意識がでてくる．

⑰絵本のおはなし,ＴＶの人形劇など,みんなと一緒に

喜んでみたり，きいたりしようとする．

(131自己主張が活発になり，言い分のくい違いなどによ

るトラブルがおこるが，まわりの子どもたちが解決の

手助けをしたり，仲裁したりする．



幼稚園における三年保育教育課程設定の一試案

課程設定への試み（試案）

５歳

○園生活への安定感とまわりの人々への信頼が高まり明るく伸び伸びと生活するようになる．

ｏ経験や活動の幅を広げ意欲的に取組み，探求心創造心の欲求などみたし自己充実する．

ｏ友達との遊びが深まり,自分たちの願いや思いを実現しようと飢いろいろなことを試み，努力する．

○人やものとのふれあいを通して，相手の立場を理解し，思いやりや感謝の気持が育つ．

Ⅲ期

３４５ ６７ ８９

自分を表出しながら，のびのびと園生活をおくる．

００友達が増え，遊びが広がり園生活への自信も出てき

てのびのびと生活するようになる．

⑮進級への期待や年長児になったという自覚からいろ

いろな面で背伸びしたり努力したりする．

(16リ友達と一緒に遊びを計画したり，必要なものを創意

工夫したりなどして遊びをふくらませていく

⑰友達との交流が深まる中で，意見の衝突や対立が，

相手を受け入れたり，譲りあったりして遊びを展開し

ていく．

⑱動植物の飼育に関心が高まり，いろいろな体験をし

ながら親しみをもったり いたわったりなど愛情を持

って接することができるようになる．また，生命の大

切さなどにも気づいていく．

(１９自分が感じたり，考えたりしたことを他にも伝えた

いや，何かに表現したいという気持が強くなり，

ひとりで，あるいは友達といろいろな表現活動を活発

にするようになる．

Ⅳ期

1０１１１２１２３

みんなと一緒によりよい園生活を営む．

側友達や仲間の存在が大事なものとなり，その中で楽

しい生活をめざしてお互いに，一人一人が成長しよう

と努力する．

伽園内だけでなく，身近な社会への人々への関心が高

まり

また

ごっこ遊びなどへのとり入れが多様化してくる．

異年齢との交流にも思いやりの気持ちが言葉や

行動に表われる．

(鋤ルールのある遊びに好んで取り組み，ルールを守る，

従う，公平にふるまうなどして大勢で遊ぶことを楽し

み，次第に，相手に合わせることや約束を守ることの

大切さなど理解する．

､卿技能面の取得がすすみ，活動の可能性が広がり，自

信を持って行動するようになる．

伽文字，数量，図などへの関心が高まり，また自然の

事象の変化にも気づき，自分なりに疑問をもち，調べ

たり確かめたりなどして知識欲を満たしていく．

(25）これまでの園生活を支えてもらった学級の友達，他

組，異年齢の友達，園内の人々，おうちの人々に感謝

の気持をもつ．

－ ３７－
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にとって，またその年その年の各年齢児にとって，

さらには学級にとって，より適切な指導のできる教

育課程となるよう研究を続けなければと考えている．

また，時を同じくして平成元年３月には，新教育

要領（平成２年４月１日より施行）の案が文部省よ

り示された．

私たちは本園の教育課程編成に向けての実践研究

の中で，この教育要領の改善に向けての基本方針等

を充分に考慮しタ研究してきたつもりである.

新教育要領では，幼稚園の教育課程ということに

ついて次のように明記している．

『幼稚園の教育課程は幼稚園の生活の全体を通して

第２章に示すねらいが総合的に達成されるよう，教

育期間や幼児の生活経験や発達の課程などを考慮し

て編成されなければならない.』さらに，新教育要領

で示される「内容」については『幼児が環境にかか

わって展開する具体的な活動を通して総合的に指導

されなければならない』とある．そこで，やや早急

の感もあるが本園教育課程の妥当性を検討するひと

つの試みとして，新教育要領に示された『ねらい』

及び『内容』との比較検討を試みた．もちろん『ね

らい』や『内容』が一つ一つ切り離されたかたちで，

目的的に取り扱えるものではないということは，充

分承知の上で行った．つまり，本園の教育課程にお

いて「子どもの姿」という言葉で表した活動内容の

中に，新教育要領で示される『内容』がきちんと含

まれているかどうかをつかむために，６人の保育者

が項目ごとにチェックしていった．そしてその結果

を集計し一致度の高い（６人一致，５人一致）とこ

ろには『内容』が含まれていると判断した．その結

果（比較検討の詳細については略し，その報告は別

の機会にゆずることとする),本園の教育課程の特徴

がよりはっきり浮き彫りにされてきた．つまり，①

年齢ごとのねらいと活動内容が充分関連しあってい

る，②本園の活動内容（子どもの姿）の中に教育要

領に示される『内容』のほとんどが含まれている，

③含まれる内容の分布から見ると，３歳児期は領域

『健康』との関連が深く４歳児期は領域『人間関係』

や『言語』との関連が深く，更に５歳児期は領域『環

境』や『表現』との関連が深いことが見出された．

これらの点についての詳細な吟味と検討は，これか

らさらに深めていかなければならないところである．
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教師の考察
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ｉ大人ｶﾕら離れることへの不安を体中で表現して｜
；いる．同年令の子ども達を恐れ，大人のそばに居’

｜れば安心なのである．

｜入園当初，母親から離れた後，不安が一杯で帰｜

｜るまで泣いている富士子さん，玩具を取られたと｜

'｜言ってはｒママーお家へ帰りた－い､」と昇降口｜

｜から正門の方を見ながら大声で泣くたまきさん．｜

｜不安な気持ちの表現の仕方もいろいろあるが,Ｙｌ

Ｉの様に大人に寄りそっていなければ不安で仕方が｜
｜ないという子の居ることに考えさせられる.｢幼稚｜

｜園の子になったんだから，もう少し我慢しなさ｜
｜い･」とは子どもの気持ちを思うととても言えな！

Ｉい、ただひたすら「園生活は何もこわいことはな｜

｜い、幼稚園にしばらくいるとお母さんは必ず来て’

１くれる｡｣という確信を自分でつかむまでは不安症ｉ
ｌ候群の子ども達には差しのべられるだけの手を与｜
｜えてやろう。
－－－－－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一再一一一一一一一一一一一一一』

幼稚園における三年保育教育課程設定の一試案

資料，子どもの観察記録及び考察

資料１３年保育１期一(1)の姿

○教師と共にすごす（Ｙ男の場合）

｢~~~--~~~~~~~~~~ー~~~--~-----------------------------------------~－

'４月28日Ｙ男は教師のそばから片H寺も離れない．

|⑳「友達と手をつないだらｊと促してもいやがる.，
|⑳遊具や玩具で遊ぶことを拒否する．

|・手を洗う時,水道の蛇口をひねらない.(勢いよ，
｜く水が出るのをこわがっている.）

|・保育室から遊戯室へと移動するとき，教師の手｜
｜を強く握っている．

|・会集で教師が他児を並べながら場所を移動する，
’と後を追いかけてくる．教師がゆきなり君と手｜
｜をつなげない時は他組の教師と手をつなぎそば｜

｜に近づいている．

'＠「ママは？まあだ？いつ来るjと？」とたえ，
’ず聞いている．

|・片付けの時,教師のすぐ近くなら，容器の中に｜

｜ブロックを入れてくれるが,３ｍ位離れた所へ！
’持っていくように頼んでも「イヤーＩと拒否する｡，

．それでも「持っていって，先生，ここでまって｜

るから」と言葉をそえると大急ぎで片付け，そ｜

そくさと教師の元に帰ってくる．

－３９－
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資料２３年保育Ⅱ期一(１４の姿

○遊びの様子から子どもの実態をさぐる．

○「おしょうゆやさんごっこ」の中から遊びのきっかけ，その広がりをさぐる．

毎日の自主的取り組みにおける遊びをみていると，ちょっとした刺激に遊びのきっかけがつかめたり，イメ

ージがどんどん広がったりしていくようすがみられる．そのような中で，魚つりごっこ→しょう油さん→水遊

びへと展開していった遊びをひろってみる．

（名前は仮名）

遊びのきっかけ，広がり方

子どものとり組みのようす

7／２ＴＶ「できるかな」（浮べて遊ぶ)を見る。

7／２
「ラッコだぞ－」とはるおが大きい声でいいなが

(９：１０）ら入室してくる．手にはＴＶと同じようなラッコ

のおもちゃを作ってきている。

●ひもをつけてひっぱってみるがゥうまく行かな

い、くにおは棒を持ってきてちょっと押してみ

る●

●しばらくしてひっぱたり,押したりして,ＴＶの

ような遊びがくり返される．そのうち紙の部分

がぬれて，はずれた．ガムテープで修理する．

(９：３０）●くにおに「魚つりしようか？」というより早く

色画用紙に魚を線描きし切り抜き，水に浮べた．

そして,先程の棒で魚に穴をあけつきさして｢つ

れた．つれた.ｊと喜ぶ．

(赤と緑の魚）

しばらく魚つり，魚つくりが続く．棒が一本な

ので「かわりばんこ」それでも間に合わず「２

人づつしよう.」さらに 「
これですくったら.」

とたかおがプラスチックの皿を持ってきて，金

魚すくいのようになる．

●「つれた魚はこれに入れとこう.」と洗面器に水

を入れて横に２個用意する．さだ子

－４０－

教師の考察

配慮

●暑い中での水遊びへの広がりなどを考慮して視

聴させた。

●いつもは友だちの中であまり元気よく遊んだり

する方ではないので余程得意満面の気持ちであ

ったのだろうと察する．

ＣＴＶのようにうまく行かなかったので，自分な

りにやり方をかえてためしているようである．

●「させて」と並ぶ友達が増えるが「したい一心」

からおとなしく一列に並んでいる．よくけんか

がおきないものだと不思議な気がする．

●くにおは自分で取り入れた細い棒がつり竿にイ

メージされたのではないだろうか．

●魚の作り方の早いこと．とにかく早く遊びに使

いたいらしい．魚の形らしいという程度である．

●子どもたちは自分がr早くしたい.」その解決の

ために，かわりばんこ，２人で，さらには，別

の方法をもってきてと色々と工夫している．そ

して，皆が同じ気持なので，その提示される方

法が仲間にうまく受け入れていく．

●この子の，思ったことをすぐ行動に移す実行力

に感心させられる．

釣った魚の処置まで考えるとは本当に感心させ

られる．



幼稚園における三年保育教育課程設定の一試案

●水に長くつけているので色画用紙の魚はダラ

～リとなり，ちぎれたりするのも出てきた．水

もだんだん赤くなってきた.(次々に新しい魚が

入れられてはいた.)たらいのまわりの子どもた

ちは９人になっている．そして，かきまわすの

で魚の傷みぐあいも早くなった．

「すぐグチャグチャになる～.」

●たかおはしばらくウロウロと何かを探している

ようであったが空容器からスチロールの皿を出

して作り始める．さだ子もふみおも始める．

●みちおは空容器の中から卵のパックを見つけ，

何を思ったかｒ魚やきぱい.」と容器の間につっ

た魚をのせ，うちわ替りに箱のふたを持ってき

て，パタパタとおいでいる．そしてとなりにい

たふみおが，「ふわ～，ふわ～.」と言葉で言い

ながら手でけむりの表現をする．みちお「やけ

た魚はこれに入れるとパイ」「ジュ～｣この魚や

き遊びが余程面白いのかこの二人に学，ゆうじ●

ろうが加わりしばらく続く．

●魚つりの方は，スチロールの皿は確かに浮かぶ．

そして，水にも強い．しかし，盛りあがらない．

あとでは｢これはダメ． 」
「もう入れたらいかん.」

になってしまい，又元の色画用紙の魚にかえっ

てしまう．

●水がだんだん赤くなる．魚もちぎれたのが多く

なってきた．そのためか，わざとぐちゃぐちゃ

にし，そこから色をしぼり出す遊びが主になっ

てきた．

●魚やきをしていた．ひろしが「赤しょう油にし

よう」と言い出し，皿に赤い水をくんだ．

●その言葉により みんなすんなり醤油のイメー

ジを持ったらしく色々な空容器を出し入れて並

くる．並んだところでゆうじろうが「赤しよう

－４１－

●これはだんだん色水やさんでも始まるのではな

いかと思った．しかし，口出しせず，流れをみ

ることに徹した．

●その声があまりにも切実だったので思わず「ぬ

れないもの作ったら？」「何か浮ぶものないか

な？_，と助言した．

●切りにくそうだがあっちまわし，こっちまわし

して，いっしょうけん命に切っている．

●家庭での生活経験やＴＶなどからの影響を思

う

｢パタパタ～」
「ふわ～ふわ～」の表現が面白い

ところのようである．何度も何度もしている．

４

●ここのところをみていてＴが気づかされたの

Iま，この遊びのどこが、面白いもの〃となって

いるかが見抜けなかった点である．つまり，子

どもにとっては水の中を泳ぐ.ちょっと水に剛か

くれている魚〃をつったり，すくったりするこ

とに，そして紙であるため適度にゆらゆらする，

そのあたりがより魚らしく次々と遊びが発展し

ていくもとだったのではないだろうかと後で気

づかされた．

●えのぐと違い透明感のある赤い水で本当にきれ

いである．その色の美しさで色出し遊びへ移っ

ていくのであろう．感動する心が次の遊びのき
ｈ

っかけとなっていく．

●自分のしている遊びとタライの中の赤い水から

「しょう油というイメージがひらめいたらし

い、」

●子どもは同じものが並ぶことで，「お店やさん」

のイメージを持つものだろうか．Ｔの見たイメ

ージとしては，赤いきれいな水の入ったジュー
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れていくというのも面白い．

②コントロールがむずかしい（４月末～５月初）

●今週は園全体で集会する日が２回と身体測定が

り，クラス全体が一緒に集う機会がいつもより

多い週であった．ひとり一人の生活というより

集団としての生活の流れの中で「個」が発揮さ

たり，つまずいたりする場面が見られた．

●４月の誕生祝会ではＴの即興人形げきを見る

会があった．子ども達の中にはこの人形げきの

響を受けてげきを始めるというようなことはな

４才児の今は見て楽しんだ段階であった.‐

●子ども達は体も大きくなり活発化しているので

互いにふざけあってプロレスごっこをしたり，

いかけあったりしている内に,､相手に馬のりに

り，泣いているのにもかかわらず止めなかった

して,結局はＴがストップを入れなければコン

ロールできないような状態である．女児の中に

「可哀相でしよ．止めなさいよ.」と言う子もい

泣き声を聞いた子がＴを呼びに来ることもあ＃

Ａ夫は数名の子らから手足を持たれ，かかえ

れた．（腹部を下にして四肢をもたれた状態)保

室からリズム室の方へと運ばれていく途中で床

おろされ腹部をつけたまま，今度は両手をにぎ

れ，ひっぱって移動させられた，そばを通りか

資料３．３年保育11期一卿の姿

○大きくな

①ちょっと

●心身共に成長してきた子ども達である．自己主張

も多くなりＴ側(特に担任外の助手のＭに）「も

っと遊んでいいでしよ」とか「一生けん命遊んで

るんだからいいじゃない，片付けなくても」とか

強気に出たりしている．

●担任には言えないことでも助手のＭには言いは

ったり，片付けをなかなか･しなかったりしていた．

●Ｋ男は家で｢幼稚園には何をしても叱らない先生

が来た」と話している．子どもの心の内を解する

と時には無制限に無制約にすごしてみたいと思う

のかもしれない．本音を言える相手があ とは

ある意味ではいいかもしれない．反面担 身の

反省材料ともなった．

●友達とのかかわりが多くなり又楽しくな 片付

けの時や，集合の時がてきも，いつまで かわ

っているので，次の行動へのきりかえが かし

い．今は丁度進級したことと自分の体の に伴

う解放感等が伴って活発で生々としてい らし

い．

●みちおは普段あまりごっことかに参加していな

‐
“
１
１
Ｉ
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ﾄ｜’

Ｉ
1’Ｉ

●この頃の参加者はゆうじろう，学，くにお，文

男

スやさんのようであるが，初めの発想が続行さ

自分の感じたことを行動に移している．まわり

との関係の中でうまく協調しあって，まさしく

くにひろたちであるが，内容をみていると

いが堂にはいったよびこみに商店街の子らしい

生活感をみる思いがする；

方法を思いつき，この言葉になったのであろう

●ゆうじろうは自分なりに並べながらもどうした

らいいかを思考していたのであろう．そして，

主体的に活動しているように見える．

●並んだカップをみると製造順にだんだんうすく

なっているのがよくわかるのである．

油やさんだ.」「さあ，いらっしゃい，いらっし

やい,」みちお「おとうさん，おかあさん方早く

買って下さい.」しかし，この場にいた子どもた

ちはだれも買う人にはならずに，せっせと並べ

ていく．

●たくさんあるカップを全部出して並べている

(プリン，ヤクルト，ヨーグルトなどの小柄なも

の）

たくさんカップに入るのでタライの中身が少な

くなる．そこで，まなぶがバケツで水道の水を

入れ始めた．

●しばらくするとゆうじろうが「あんまり入れる

な／うすくなってしまう． 」 とどなり声を出し

た．そして，そのままうすくなったのをかえし

ていた・しかし，やがて「もう一ペンみんな返

せ／ 」 その声で他の子たちも一度並べたカップ

の中身を全部タライの中にかえした．



幼稚園における三年保育教育課程設定の一試案

ったＴがＡ夫の身を案じてストップさせたがう

される方もしている側も悪気はないらしい．何も

意志表示をしないＡ夫のことを考えさせられた．

痛かったり，つらかったりしたであろう時もあっ

たかもしれないが黙ってなされるままであった．

このような機会をとらえて生活の中で，自分の思

いを相手に伝えるあるいは意志表示を態度に表す

ことの大切さを話しておいた．

●みんなと一緒する活動になると，歩調を合わせる

ことのむずかしい子はクラスに２，３名はいて個

別指導を必要としてくる．それは，Ｊ，Ｍ子，Ａ

子,Ｉ子と生まれの遅い子どもの中に多いが,個と

して他の子と合わせるまでに達しておらず自分の

世界から脱していない子もいる．

●クラスとしては，自発的に聞く態度にひとり一人

が入れることは少なく，Ｔが声をかけて聞く姿勢

作りをすれば，４／５までは可能である．あとは個

別指導を必要としている．

日常生活の中で彼らへの指導は，Ｔの援助と，励

ましである．友達の模倣をしたり，援助を受けたり

している姿を認めてやる．模倣することで，動き出

し，自分の糧としながら少しずつ自分を発揮するチ

ャンスづくりと考えている．

③びっくりする程活発に（５月下旬）

１人ではしないことも２人～３人と集まればびっ

くりするようなことをしてしまうことがある．砂場

で遊び込んで，集合せずにいつまでも自分達の世界

で遊んでいる例や，みんなで約束したトイレのドア

登りをくり返す例，ミルク給食や弁当の時の席のう

ばいあい等々４歳児の自己主張の強い面や自我の強

さを見ることができる．

４歳児の発達の特長がよく出ている子ども達であ

る．

●おしゃべり好き

●冒険心大

●やや反抗的でトラブルも多い

●模倣遊びが盛んになり人形，着替えをさせ食事を

させおんぶしてねかせる．

●やりたがりや

（うんていやたいこ橋や1.5,幅で高さ1,2ｍ位の

積木の上からとびおりるＩ

●危険なこともやってみる

（動物園の壁のぼり．橋の階段の端をおりる.）

●よく気づいて世話もする．

（ミルク給食時に席のない子を世話する，当番が

欠席していたら自主的に代役を務める）

４歳児はＴが対等につきあえるおもしろい存在

である．

－４３－
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